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力

・
女
川
原
発

（宮
城
県
女
川
町
）
が

設
計
時
に
想
定
さ
れ
た
地
震
動
の
１
・
３
倍

の
揺
れ
で
自
動
停
止
し
て
い
た
の
だ
。

し
か
し
、井
戸
氏
の
判
決
は
そ
の
後
、

名
古
屋
高
裁
で
破
棄
さ
れ
、
最
高
裁
判

所
で
も
原
告
の
上
告
は
棄
却
さ
れ
た
。

歴
史
に

「も
し
も
」
は
禁
物
だ
が
、
井

戸
氏
が
出
し
た
判
決
が
上
級
審
で
取
り

消
さ
れ
ず
確
定
し
て
い
た
ら
、
全
国
の

原
発
の
安
全
審
査
や
地
震
対
策
に
大
き

な
影
響
を
与
え
た
は
ず
。
福
島
の
原
発

事
故
の
被
害
も
軽
減
さ
れ
て
い
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
井
戸
氏
の
判
決
以
後
、
「地

震
列
島
」
の
上
に
建
設
さ
れ
た
原
発
の

運
転
を
差
し
止
め
る
判
決
は

一
切
出
て

い
な
い
。
東
海
地
震
の
震
源
域
の
真
上

に
建
ち
、
「最
も
危
険
な
原
発
」
と
い

わ
れ
る
中
部
電
力

・
浜
岡
原
発

（静
岡

県
御
前
崎
市
）
で
さ
え
、
静
岡
地
裁
は

あ
っ
さ
り
と
住
民
側
の
請
求
を
棄
却
し

て
い
る
の
だ

（０７
年
１０
月
）。

「浜
岡
原
発
は
誰
が
見
て
も
危
な
い
原

発
で
す
。
志
賀
原
発
に
続
く
第
２
、
第

３
の
差
し
止
め
判
決
が
出
る
か
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
…
…
結
局
、
出
な
か
っ

た
で
す
ね
」
（井
戸
氏
）

原
発
訴
訟
は
科
学
的
な
論
争
が
行
な

わ
れ
る
た
め
、
裁
判
官
に
と
っ
て
も
非

常
に
難
し
い
案
件
で
あ
る
上
、
原
発
は

ク
国
策
″
と
し
て
推
進
さ
れ
て
き
た
。

井
戸
氏
は
「当
た
り
前
の
判
決
だ
っ
た
」

と
語
る
も
の
の
、
運
転
差
し
止
め
の
判

決
を
書
く
こ
と
に
は
相
当
な
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
を
感
じ
た
と
い
う
。

し
か
も
、
日
本
の
裁
判
官
は
自
ら
の

判
決
が
最
高
裁
に
ど
う
映
る
か
を
常
に

意
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

本
誌
が
０９
年
秋
の
連
載
記
事
、
そ
し

て
今
年
２
月
１３
日
号
で
も
報
じ
た
が
、

裁
判
官
は
、
全
国
の
裁
判
官
の
人
事
権

を
握
る
最
高
裁
事
務
総
局
の
エ
リ
ー
ト

裁
判
官
、
「司
法
官
僚
」
に
よ
っ
て
長

年
統
制
を
受
け
て
き
た
。
最
高
裁
の
判

決
に
逆
ら
っ
た
判
決
を
書
い
た
裁
判
官

は
、
東
京
や
大
阪
と
い
っ
た
大
都
市
の

裁
判
所
に
勤
務
す
る
こ
と
は
許
さ
れ

ず
、
地
方
の
裁
判
所
や
そ
の
支
部
を

転
々
と
す
る
。
ポ
ス
ト
や
昇
給
で
も
ほ

か
の
裁
判
官
に
後
れ
を
取
る
。
そ
の
結

果
、
常
に
上

（国
や
最
高
裁
）
ば
か
り

を
意
識
す
る
、
多
く
の

クヒ
ラ
メ
裁
判

官
″
が
生
ま
れ
、
裁
判
が
歪
め
ら
れ
る

と
い
う
わ
け
だ
。

実
際
、
井
戸
氏
自
身
、
志
賀
原
発
差

し
止
め
判
決
後
、
あ
る
酒
席
で
同
僚
裁

判
官
か
ら
冗
談
め
か
し
て
で
は
あ
る

が
、
「干
さ
れ
る
ぞ
」
と
言
わ
れ
た
と
い

う
。
人
事
な
ど
を
含
め
、
井
戸
氏
が
そ

の
後
、
不
利
益
な
扱
い
を
さ
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
が
、
同
僚
か
ら
こ
う
し
た

発
言
が
出
る
こ
と
自
体
、
最
高
裁
や
国

に
逆
ら
う
判
決
を
出
せ
ば
、
人
事
で
冷

遇
さ
れ
る
の
で
は
と
い
う
意
識
が
裁
判

官
に
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
だ
。

「な
ぜ
、
第
２
、
第
３
の
差
し
止
め
判

決
が
出
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
」
。
筆

者
の
質
問
に
、
井
戸
氏
は
し
ば
ら
く
考

え
て
、
こ
う
答
え
た
。

「
原
発
は
止
め
な
い
』
と
い
う
最
高

裁
の
意
思
を
感
じ
ま
す
…
…
」

日駆
］同一蔵
の
意
田
↑
―
―
。
こ
の
占
（に
つ

全国の裁判、裁判官を意のままに操る最高裁
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「原
発
は
止
め
な
い
」が

日要
口同裁
の
意
思
だ
っ
た

「と
う
と
う
き
た
か
と
い
う
感
じ
で
し

た
ね
。
し
か
も
、
こ
ん
な
に
早
く
。
原

発
の
集
中
立
地
の
恐
怖
が
こ
う
し
た
こ

と
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
た
め
て

痛
感
し
ま
し
た
」

３

・
＝
か
ら
間
も
な
く
１
年
が
た
と

う
と
し
て
い
た
今
年
の
２
月
上
旬
。
滋

賀
県
彦
根
市
の
事
務
所
で
、
井
戸
謙

一

弁
護
士
は
昨
年
の
東
京
電
力

・
福
島
第

一
原
発
の
事
故
を
知
っ
た
と
き
の
気
持

ち
を
こ
う
語
っ
た
。
井
戸
氏
は
昨
年
３

月
に
裁
判
官
を
退
官
し
、
弁
護
士
に
転

身
し
た
が
、
金
沢
地
方
裁
判
所
の
裁
判

長
だ
っ
た
２
０
０
６
年
３
月
２４
日
、
能

登
半
島
に
あ
る
北
陸
電
力

・
志
賀
原
発

２
号
機

（石
川
県
志
賀
町
）
の
運
転
を

差
し
止
め
る
判
決
を
出
し
て
い
た
。

１
９
７
０
年
代
以
降
、
全
国
各
地
で

原
発
立
地
周
辺
の
住
民
ら
が
原
発
の
運

転
差
し
止
め
な
ど
を
求
め
る
裁
判
を
起

こ
し
て
い
る
。
住
民
側
勝
訴
の
判
決
が

出
た
の
は
、音
回速
増
殖
炉

「も
ん
じ
ゅ
」

（福
井
県
敦
賀
市
）
の
設
置
許
可
無
効

を
求
め
た
裁
判
の
控
訴
審
判
決

（０３
年

１
月
、名
古
屋
高
等
裁
判
所
金
沢
支
部
）

に
次
ぐ
も
の
で
、
稼
働
中
の
原
発
を
差

し
止
め
る
判
決
は
全
国
唯

一
の
も
の
だ
。

そ
の
判
決
文
の

一
部
に
は
こ
う
書
か

れ
て
い
る
。

「想
定
を
超
え
る
地
震
動
を
起
こ
す
地

震
が
発
生
す
る
具
体
的
な
可
能
性
が
あ

る
。
そ
の
際
、
非
常
用
電
源
の
喪
失
、

配
管
の
破
断
な
ど
の
可
能
性
が
あ
り
、

最
後
の
砦
で
あ
る
ス
ク
ラ
ム

（緊
急
停

止
）
の
失
敗
も
考
え
ら
れ
、
炉
心
溶
融

（
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
）
事
故
の
可
能
性
も

あ
る
。
様
々
な
故
障
が
同
時
に
、
あ
る

い
は
相
前
後
し
て
発
生
す
る
可
能
性
が

高
く
、
周
辺
住
民
が
許
容
限
度
を
超
え

る
被
曝
を
す
る
可
能
性
が
あ
る
」―
―
。

福
島
原
発
の
事
故
で
は
、
想
定
を
超

え
る
地
震
に
よ
る
津
波
で
非
常
用
電
源

が
失
わ
れ
、
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
ヘ
至
っ
た

と
さ
れ
る
。
判
決
文
で
は
津
波
被
害
は

想
定
し
て
い
な
い
も
の
の
、
巨
大
地
震

に
よ
っ
て
原
発
事
故
が
起
き
た
場
合
、

ど
の
よ
う
な
被
害
が
出
る
か
を
正
確
に

予
見
し
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

「志
賀
原
発
で
は
設
計

時
の
想
定
を
上
回
る
地

震
が
予
想
さ
れ
、
耐
震

設
計
の
妥
当
性
に
問
題

が
あ
る
以
上
、
原
発
を

止
め
ざ
る
を
得
な
い
と

い
う
判
断
で
し
た
。
ご

く
当
た
り
前
の
判
決
だ

っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
、
井
戸
氏
は
冷
静

に
語
る
。

実
際
、
こ
の
判
決
以

前
、
原
発
が
設
計
時
の

想
定
を
超
え
る
地
震
に

見
舞
わ
れ
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
は
す
で
に
わ

か
っ
て
い
た
。

０５
年
８

月
の
宮
城
県
沖
地
震

（
Ｍ
　
７
．
２
ヽ
最
大
震
度

６
弱
）
で
は
、
東
北
電
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と
り
は
桜
井
文
夫
裁
判
長
、
も
う
ひ
と

り
は
涌
井
紀
夫
裁
判
長
で
あ
る
。
ふ
た

り
の
経
歴
は
右
ペ
ー
ジ
の
表
を
ご
覧
い

た
だ
き
た
い
が
、
桜
井
氏
は
東
大
卒
、

初
任
地
は
大
阪
地

。
家
裁
。
そ
の
後
、

何
度
も
事
務
総
局
入
り
し
、
東
京
高
裁

で
東
海
第
二
原
発
の
裁
判
を
担
当
し
た

後
は
司
法
研
修
所
長
、広
島
高
裁
長
官
、

東
京
高
裁
長
官
を
務
め
た
。

涌
井
氏
も
京
大
卒
、
初
任
地
が
東
京

地
裁
と
、
早
く
か
ら
エ
リ
ー
ト
裁
判
官

候
補
と
目
さ
れ
、
桜
井
氏
同
様
、
最
高

裁
事
務
総
局
勤
務
が
長
く
、
最
高
裁
判

事
に
ま
で
上
り
詰
め
た
ほ
ど
の
超
エ
リ

ー
ト
裁
判
官
だ
っ
た
。

原
告
弁
護
団
の
ひ
と
り
、
伊
東
良
徳

弁
護
士
が
当
時
を
振
り
返
る
。

「伊
方
原
発
１
号
機
の
最
高
裁
判
決

（９２
年
１０
月
。
原
告
の
上
告
棄
却
）
の

後
に
担
当
に
な
っ
た
の
が
桜
井
さ
ん
で

し
た
。
彼
は

『も
う
最
高
裁
の
判
決
が

出
た
ん
で
す
か
ら
、
そ
れ
に
沿
っ
て
や

っ
て
く
だ
さ
い
』
と
。
東
海
第
二
の
訴

訟
を
さ
っ
さ
と
終
わ
ら
せ
よ
う
と
い
う

姿
勢
が
み
え
み
え
で
し
た
ね
」

続
く
５
代
目
の
裁
判
長
が
涌
井
氏
。

「わ
れ
わ
れ
の
主
張
に
割
と
理
解
を
示

し
て
く
れ
た
裁
判
長
の
後
は
必
ず
エ
リ

ー
ト
裁
判
官
が
来
ま
し
た
。
そ
し
て
、

証
人
尋
間
が
始
ま
る
、
裁
判
の
大
詰
め

の
時
期
に
来
た
の
が
涌
井
さ
ん
で
し

た
」
（伊
東
氏
）

０１
年
７
月
４
日
、
涌
井
裁
判
長
は
、

原
発
の
危
険
性
に
つ
い
て
、
普
通
の
裁

判
で
は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
高
い
立
証

責
任
を
住
民
側
に
課
し
て
控
訴
を
棄
却

す
る
判
決
を
下
し
た
。

ま
た
、
東
京
電
力

・
柏
崎
刈
羽
原
発

１
号
機

（新
潟
県
柏
崎
市
）
の
設
置
許

可
取
り
消
し
訴
訟
の
控
訴
審

（東
京
高

裁
）
で
は
、
裁
判
官
３
人
が

一
斉
に
代

わ
る
と
い
う
前
代
未
間
の
こ
と
が
起
き

た
。
伊
東
氏
が
続
け
る
。

「こ
の
裁
判
で
も
そ
ろ
そ
ろ
証
人
尋
問

に
入
ろ
う
か
と
い
う
時
期
に
、
い
き
な

り
担
当
し
て
い
た
部
が
変
わ
り
、
裁
判

官
全
員
が
代
わ

っ
て
し
ま

っ
た
の
で

す
。
も
と
も
と
担
当
し
て
い
た
の
は
民

事
第
３
部
で
し
た
が
、
こ
の
部
が
知
的

財
産
権
問
題
を
専
門
に
扱
う
部
に
な
っ

た
の
で
、
新
し
く
で
き
た
民
事
第
２４
部

が
担
当
に
な

っ
た
と

い
う
こ
と
で
し

た
。
そ
し
て
、
そ
の
第
２４
部
の
裁
判
長

が
大
喜
多
啓
光
さ
ん
。
法
務
省
の
訟
務

検
事

（国
が
訴
え
ら
れ
た
と
き
の
国
側

の
代
理
人
と
な
る
検
事
）
の
経
験
が
あ

る
人
で
し
た
。
審
理
の
重
要
な
局
面
で

裁
判
官
全
員
が
交
代
し
、
し
か
も
訟
務

検
事
を
経
験
し
た
裁
判
長
に
担
当
さ
せ

る
な
ん
て
、
ち
ょ
っ
と
ひ
ど
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
思
い
ま
し
た
ね
。
明
ら
か
に

異
常
な
交
代
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」

伊
東
氏
が
係
属
部
の
変
更
の
話
を
聞

い
た
の
は
０３
年
３
月
の
こ
と
だ
が
、
そ

の
２
ヵ
月
前
に
は

「も
ん
じ
ゅ
」
の
控

訴
審
で
住
民
側
勝
訴
の
逆
転
判
決
が
出

て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
裁
判
官
の

一
斉
交
代
は
タ
イ
ミ
ン
グ
的
に
疑
間
を

持
た
れ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

最
高
裁
事
務
総
局
に
よ
る
裁
判
官
統

制
の
問
題
に
詳
し
い
明
治
大
学
政
治
経

済
学
部
の
西
川
伸

一
教
授
が
語
る
。

「イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
裁
判
長
交
代
の
場

合
、
ク送
り
込
み
人
事
ク
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
国
に
有
利
な
判
決
を
出
す

た
め
に
、
最
高
裁
が
適
任
者
を
送
り
込

む
の
で
す
。
そ
の
裁
判
官
に
最
高
裁
の

意
向
が
明
確
に
伝
え
ら
れ
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
ク
あ
こ
つ
ん
″

の
呼
吸
で
そ
れ
を
推
し
量
る
と
思
わ
れ

ま
す
」

最
高
裁
事
務
総
局
勤
務
が
長
い
エ
リ

ー
ト
裁
判
官
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
、
言

葉
に
し
な
く
て
も
最
高
裁
の
意
向
は
わ

か
っ
て
い
る
は
ず
だ
。
し
か
も
、
原
発

訴
訟
の
よ
う
に
社
会
の
注
目
を
集
め
る

裁
判
は
、
最
高
裁
に
よ
っ
て

「報
告
事

件
」
に
指
定
さ
れ
、
担
当
裁
判
長
は
裁

判
の
進
行
状
況
を
最
高
裁
に
報
告
し
な

志賀原懇 機の運転

差し止めを求める裁判

では原告が勝訴(金沢

地裁)。稼働中の原発を

差し止める判決は唯―

写真上の裁判で運転差し止め

の判決を書いた井戸謙一氏

(現在は弁護士)。 この判決を

書くことには大きなプレッシ

ャーを感じたという

主
な
原
発
訴
訟
の
流
れ
と
原
発
事
故
の
年
表
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０
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日

２

０

０
６
年

３
月

２
日

２
０
０
３
年

３
月

２

０

０
３
年

１
月

２
日

２
０
０
１
年

７
月
４
日

１
９
９
５
年

１２
月
８
日

１
９
９
２
年

１０
月
２９
日

１
９
８
８
年

１０
月

１
９

８

６
年

４
月

る
日

１
９
７
９
年

３
月
２８
日

１
９
７
８
年

４
月
２５
日

１
９
７
６
年

１０
月

１
９

７
３
年

８
月

″
日

東
日
本
大
震
災
で
東
電
・福
島
第
一原
発
が
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
事
故
。

北
陸
電
力
喜
心賀
原
発
２
号
機
の
訴
訟
で
、
日取
高
裁
は
原
告
の
上
告
棄
却
。

東
電
・柏
崎
刈
羽
原
発
１
号
機
の
設
置
許
可
取
り
消
し
を
求
め
る
訴
訟
で
、

最
高
裁
は
原
告
の
上
告
を
棄
却
。

中
部
電
力
・浜
岡
原
発
１
～
４
号
機
の
運
転
差
し
止
め
を
求
め
る
訴
訟
で
、

静
岡
地
裁
は
原
告
側
の
請
求
を
棄
却
。

新
潟
県
中
越
沖
地
震
発
生
。
東
電
・柏
崎
刈
羽
原
発
が

想
定
を
超
え
る
地
震
動
に
襲
わ
れ
、
変
圧
器
か
ら
出
火
す
る
な
ど
の
被
害
。

北
陸
電
力
喜
０賀
原
発
２
号
機
の
運
転
差
し
止
め
を
求
め
る
訴
訟
で
、

金
沢
地
裁
（井
戸
謙
一裁
判
長
）は
運
転
差
し
止
め
の
判
決
。

稼
働
中
の
原
発
の
運
転
を
差
し
止
め
る
判
決
は
全
国
で
唯
一の
も
の
。

東
京
電
力
・柏
崎
刈
羽
原
発
１
号
機
の
控
訴
審
（東
京
高
裁
）で
、

担
当
部
が
突
然
変
更
に
な
り
３
人
の
裁
判
官
が
一斉
に
交
代
す
る

（２
０
０
５
年
１１
月
２２
日
、東
京
高
裁
は
原
告
の
控
訴
を
棄
却
）。

「も
ん
じ
ゅ
」
の
設
置
許
可
無
効
を
求
め
る
訴
訟
の
控
訴
審
で
、

名
古
屋
高
裁
金
沢
支
部
は
「設
置
無
効
」
の
住
民
勝
訴
の
判
決
。

日
本
原
子
力
発
電
・東
海
第
二
原
発
の
設
置
許
可
取
消
訴
訟
で
、

東
京
高
裁
は
原
告
の
控
訴
を
棄
却
。
原
告
の
主
張
に
対
し
ま
と
も
に

反
論
し
な
い
国
の
姿
勢
を
追
及
し
た
裁
判
長
の
後
に
は

必
ず
エ
リ
ー
ト
裁
判
官
が
担
当
。
判
決
を
言
い
渡
し
た

涌
井
紀
夫
裁
判
長
は
後
に
最
高
裁
判
事
と
な
る
。

高
速
増
殖
炉
「も
ん
じ
ゅ
」
で
二
次
冷
却
材
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
洩
・火
災
事
故
。

四
国
電
力
・伊
方
原
発
１
号
機
の
設
置
許
可
取
消
訴
訟
で
、
自取
高
裁
は
原
告
の

上
告
を
棄
却
。
「万
が
一に
も
放
射
能
汚
染
な
ど
の
災
害
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、

国
は
十
分
に
審
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
審
査
の
過
程
で
見
過
ご
せ
な
い
誤
り
や

欠
落
が
あ
る
場
合
、
ユ訳
置
許
可
は
違
法
と
な
る
」
と
の
判
断
基
準
を
示
す
。

裁
判
官
Ｘ
〓
同
」
で
最
高
裁
事
務
総
局
は
原
発
訴
訟
の
審
理
に
つ
い
て

「専
門
技
術
的
な
知
識
を
持
つ
行
政
庁
の
し
た
判
断
を

一応
尊
重
し
て
当
た
る
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
の
見
解
を
示
す
。

旧
ソ
連
の
チ
ェ
ル
ノ
、フ
イ
リ
原
発
で
爆
発
事
故
。

米
国
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原
発
で
炉
心
溶
融
（メ
ル
ト
ダ
ウ
‘ヽ
事
故
。

四
国
電
力
・伊
方
原
発
１
号
機
の
設
置
許
可
取
消
訴
訟
で
、

松
山
地
裁
は
原
告
の
請
求
を
棄
却
す
る
判
決
。

判
決
言
い
渡
し
は
証
人
尋
問
な
ど
審
理
の
重
要
な
部
分
を

担
当
し
た
村
上
悦
雄
裁
判
長
で
は
な
く
、
柏
木
賢
吉
裁
判
長
だ
っ
た
。

裁
判
官
Ｘ
一
同
」
で
最
高
裁
事
務
総
局
行
政
局
が

「原
発
で
排
水
管
の
破
断
な
ど
の
事
故
が

起
こ
る
確
率
は
極
め
て
低
い
」
と
の
見
解
を
示
す
。

四
国
電
力
・伊
方
原
発
１
号
機
の
設
置
許
可
取
消
訴
訟
が
提
訴
（松
山
地
裁
）。
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涌丼紀夫
◎わくいのりお

京 大

1966年4月

東京地裁判事補

1969年4月

〈最高裁事務総局

刑事局付〉

1972年 4月

旭川地・家裁

1975年 4月

東京地裁

1976年4月

く最高裁事務総局

行政局参事官〉

1977年 5月

く最高裁事務総局

行政局2課長〉

1979年7月

く最高裁事務総局

行政局 1・ 3課長〉

1984年 4月

く最高裁事務総局

給与課長〉

1988年4月

東京地裁部総括判事

1992年 6月

最高裁上席調査官

1993年11月

く最高裁事務総局

総務局長〉

1998年 1月

〈前橋地裁所長〉

1999年2月
「東難 裁 著船 靭 躊 |

2001年 2月

く司法研修所長〉

2002年 9月

く福岡高裁長官〉

2005年 5月

〈大阪高裁長官〉

2006年10月

最高裁判事

2009年 12月

死亡

加蔵紀久男

1962年 5月

青森地裁弘前支部

1965年5月

く最高裁事務総局

民事局付〉

1969年4月

釧路地・家裁判事

1970年 3月

東京地・家裁

1973年 4月

広島高裁松江支部

1982年 4月

東京高裁

1991年4月

(山 形地・家裁所長〉

桜丼文夫 (
◎さくらいふみお

東 大

1959年4月

大阪地・家裁判事補

1962年4月

旭川地・家裁

1964年 4月

く最高裁事務総局

総務局付〉

1969年 4月

青森地・家裁判事

1970年 4月

く最高裁事務総局

人事局付〉

1970年6月

〈最高裁事務総局任用・

調査課長〉

1978年 4月

東京地裁部総括判事

1981年 2月

〈最高裁事務総局秘書・

広報課長〉

1984年 9月

く最高裁事務総局

人事局長〉

1992年12月

康衰輌 事1

1994年 2月

く司法研修所長〉

1997年 1月

〈広島高裁長官〉

1997年 10月

〈東京高裁長官〉

凋
官叫

軽
‐９
定

主要参考資料 :『全裁判官経歴総覧』(公人社)

太字は最高裁事務総局勤務、最高裁調査官、司法研修所など、
エリート裁判官のポスト。〈  〉内は裁判部門以外の人事

裁判官の経歴を見れ

|よ エリート(ヒ ラメ)

裁判官かどうかは一目

瞭然。桜井氏と涌井氏

は、ほかの3人 の裁判

官に比べて、エリ=ト
ポストを歴任している

ことがわかる

日本原子力発電。東海第二原発訴訟の
控訴審 (東京高裁)での歴代裁判長の経歴
(1985年 7月 5日控訴、200¬ 年 7月4日原告の控訴棄却)

当
帳

担
辞

出身大学

経 歴

い
て
は
後
述
す
る
が
、
井
戸
氏
の
言
う

最
高
裁
の
意
思
に
沿
う
判
決
が
出
続

け
、
危
険
な
原
発
が
運
転
さ
れ
続
け
た

と
す
れ
ば
、
政
府
、
電
力
会
社
、
御
用

学
者
な
ど
原
発
を
推
進
し
て
き
た
、
い

わ
ゆ
る

夕
原
子
カ
ム
ラ
ク
を
、
最
高
裁

が
司
法
の
面
か
ら
支
え
て
き
た
こ
と
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。

日要
ロロ
裁
の
意
を
受
け
た

多送
り
込
み
人
事
″

で
は
、
原
発
訴
訟
は
ど
う
変
遷
し
て

き
た
の
だ
ろ
ヶ
か
。
そ
の
歴
史
を
検
証

し
た

（左
ペ
ー

ジ

の
表

を
参

照
）。
結
論

か

ら
い
う
と
、
最

高
裁
に
よ
る
裁

判
官
統
制
の
痕

跡
が
う
か
が
わ

れ
、
裁
判
官
の

ク不
自
然
な
ク
交
代
劇
な
ど
が
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

一
日
本
で
最
初
に
国
の
原
発
設
置
許
可

取
り
消
し
を
求
め
る
裁
判
が
起
こ
さ
れ

た
の
は
四
国
電
力

・
伊
方
原
発
１
号
機

（愛
媛
県
伊
方
町
）
で
、
１
９
７
３
年

８
月
の
こ
と
だ
。
松
山
地
裁
で
の
５
年

近
い
審
理
で
は
国
の
安
全
審
査
が
ず
さ

ん
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
国

側
が
守
勢
に
立
た
さ
れ
る
こ
と
も
あ
つ

た
と
い
う
。

劣
勢
に
立
た
さ
れ
た
国
側
は

「設
置

許
可
は
国
の
判
断
に
任
さ
れ
て
い
る
の

だ
か
ら
、
住
民
に
は
裁
判
に
訴
え
る
資

格

（原
告
適
格
）
は
な
い
」
と
主
張
し

始
め
、
当
時
の
朝
日
新
聞
は

「
↑
」
の

主
張
は
）
守
勢
に
立
た
さ
れ
だ
国
の
最

後
の
切
り
札
と
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
な

い
」
と
報
じ
た

（７８
年
３
月
２５
日
付
）
。

そ
し
て
、
そ
の
ひ
と
月
後
の
７８
年
４

月
２５
日
、
松
山
地
裁
が
下
し
た
判
断
は

「請
求
棄
却
」
、
国
側
勝
訴
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
裁
判
は
判
決
に
至

る
過
程
で
不
可
解
な
こ
と
が
起
こ
っ
て

い
る
。
判
決
を
言
い
渡
し
た
の
は
、
証

人
尋
問
な
ど
審
理
の
重
要
な
部
分
を
担

当
し
た
村
上
悦
雄
裁
判
長
で
は
な
く
、

松
山
地
裁
の
所
長
だ
っ
た
柏
木
賢
吉
裁

判
長
だ
っ
た
の
だ
。

原
発
の
安
全
審
査
や
設
置
許
可
が
妥

当
か
ど
う
か
を
め
ぐ
る
裁
判
は
、
科
学

的
な
専
門
知
識
を
も
と
に
技
術
論
争
が

行
な
わ
れ
る
。
裁
判
長
も
審
理
を
通
じ

て
知
識
を
蓄
積
す
る
１
…
が
、
判
決
を

下
し
た
裁
判
長
は
審
理
に
関
わ
っ
て
こ

な
か
っ
た
地
裁
の
ト
ッ
プ
ー
ー
。

「も
ん
じ
ゅ
」
訴
訟
や
浜
岡
原
発
訴
訟

な
ど
の
原
告
弁
護
団
に
加
わ
り
、
『原

発
訴
訟
』
（岩
波
新
書
）
の
著
書
が
あ

る
海
渡
雄

一
弁
護
士
が
語
る
。

「実
質
的
な
審
理
に
携
わ
っ
て
い
な
い

裁
判
長
が
判
決
を
言
い
渡
し
た
の
は
か

な
り
異
例
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
村

上
裁
判
長
の
交
代
が
定
期
の
人
事
異
動

だ

っ
た
の
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
異
動
時
期
を
遅
ら
せ
て

で
も
判
決
ま
で
担
当
さ
せ
る
前
例
も
あ

り
ま
す
。
中
部
電
力

・
浜
岡
原
発
訴
訟

の
第

一
審
で
は
、
す
で
に
異
動
期
を
過

ぎ
て
い
る
裁
判
長
が
判
決
ま
で
担
当
し

ま
し
た
」

こ
う
し
た
事
例
は
伊
方
訴
訟
だ
け
で

は
な
い
。
日
本
原
子
力
発
電

。
東
海
第

二
原
発

（茨
城
県
東
海
村
）
を
め
ぐ
る

裁
判
の
控
訴
審

（東
京
高
裁
）
は
８５
年

か
ら
実
に
１６
年
も
の
長
期
に
及
ん
だ
。

５
代
に
わ
た
る
裁
判
長
が
担
当
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
だ
が
、
原
告
の
主
張
に

対
し
、
ま
と
も
に
反
論
し
よ
う
と
し
な

い
国
側
の
姿
勢
を
追
及
し
た
裁
判
長
の

後
に
は
必
ず
、
最
高
裁
事
務
総
局
勤
務

な
ど
を
経
験
し
た
エ
リ
ー
ト
裁
判
官
が

担
当
し
て
い
る
の
だ
。

そ
の
エ
リ
ー
ト
裁
判
官
の
う
ち
の
ひ

奥村長生 (
◎おくむらながお

東 大

1954年4月

福岡地。家裁判事補

1958年 6月

〈書記官研修所教官〉

1964年4月

札幌地・

家裁室蘭支部長

1967年 4月

最高裁調査官

1972年4月

東京地裁判事

1974年 4月

東京地裁部総括判事

1985年 8月

〈岐阜地・家裁所長〉

1987年4月

東京高裁部総楯判1事 |

1992年 12月

定年退官

田中永司 (
◎たなかえいし

東 大

1949年11月

千葉地・家裁判事補

1952年 5月

東京地裁

1959年 11月

旭川地・家裁判事

1960年 4月

最高裁調査官

1968年 10月

東京高裁

1970年 7月

東京地裁部総括判事

1976年 5月

〈甲府地・家裁所長)

1979年 2月

1東京1高識部総播判事1

朝
官鉾

駆
‐９

依
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け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
最
高
裁

は
実
際
の
裁
判
の
進
行
状
況
を
逐

一
把

握
す
る
こ
と
で
、
最
高
裁
の
意
向
に
沿

う
エ
リ
ー
ト
裁
判
官
を

ク送
り
込
む
ク

こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。

で
は
、
最
高
裁
の
意
向
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
な
の
か
。
高
速
増
殖
炉

「も

ん
じ
ゅ
」
の
訴
訟
で
考
え
て
み
よ
う
。

０５
年
５
月
、
最
高
裁
は
名
古
屋
高
裁

金
沢
支
部
の
原
告
勝
訴
判
決

（０３
年
１

月
）
を
破
棄
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は

９２
年
、
伊
方
原
発
１
号
機
の
上
告
審
で

示
し
た
最
高
裁
の
判
断
か
ら
す
る
と
お

か
し
な
も
の
だ
っ
た
。
最
高
裁
は
伊
方

訴
訟
で
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
判
断
基
準

を
示
し
て
い
た
か
ら
だ
。

「原
子
炉
設
置
許
可
で
は
、
万
が

一
に

も
放
射
能
汚
染
な
ど
の
災
害
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
国
は
十
分
に
審
査
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
審
査
の
過
程
で
見
過
ご
せ

な
い
誤
り
や
欠
落
が
あ
る
場
合
は
、
設

置
許
可
は
違
法
と
な
る
」

そ
し
て
、
名
古
屋
高
裁
金
沢
支
部
は

そ
の
判
断
基
準
に
沿
っ
て
、
二
次
冷
却

材
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
洩
事
故

（９５
年
）

な
ど
を
起
こ
し
た

「も
ん
じ
ゅ
」
に
は

「
安
全
審
査
に
見
過
ご
せ
な
い
誤
り
や

欠
落
が
あ
る
の
で
設
置
許
可
は
違
法
、

無
効
」
と
し
た
の
だ
。
し
か
し
、
最
高

裁
は
そ
の
名
古
屋
高
裁
金
沢
支
部
の
判

決
を
破
棄
し
た
。

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
た
の

か
。
つ
ま
り
、
こ
う
い
う
こ
と
だ
。
最

高
裁
は
９２
年
の
伊
方
原
発
の
上
告
審

で
、
国
側
の
安
全
審
査
に
高
い
ハ
ー
ド

ル
を
課
し
た
。
「
も
ん
じ
ゅ
」
の
控
訴

審
で
は
そ
の
ハ
‥
ド
ル
を
ク
リ
ア
し
て

い
な
い
の
で
設
置
許
可
は
無
効
と
し
、

原
発
が
止
ま
る
可
能
性
が
出
て
き
た
。

す
る
と
、
最
高
裁
は
自
ら
の
基
準
を
見

直
し
（
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
て
）
、
「安
全
審

査
に
誤
り
は
な
か
っ
た
」
と
し
た
の
だ
。

「原
発
は
止
め
な
い
と
い
う
最
高
裁
の

意
思
」
と
い
う
、
前
出
の
井
戸
氏
が
語

っ
た
言
葉
の
意
味
の

一
端
が
こ
こ
に
表

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
最
高
裁
の

意
思
は
、
す
で
に
７０
年
代
か
ら
裁
判
官

に
示
さ
れ
て
い
た
…
…
。

「重
大
事
故
は
起
き
な
い
」。

量
一昇
が
判
漢
を
多素
導
タ

７６
年
１０
月
、
行
政
訴
訟
に
関
し
て
全

国
の
裁
判
官
が
集
ま
る

「会
同
」
が
開

催
さ
れ
た
。
会
同
と
は
裁
判
官
が
裁
判

実
務
に
関
し
て
意
見
交
換
を
す
る
場
の

述
べ
た
。

「原
発
で
排
水
管
の
破
断
な
ど
の
事
故

が
起
こ
る
確
率
は
極
め
て
少
な
い
」

こ
の
意
見
表
明
に
つ
い
て
、
前
出
の

海
渡
氏
は
次
の
よ
う
に
批
判
す
る
。

「原
発
訴
訟
に
お
い
て
、
事
故
が
起
こ

る
確
率
が
高
い
か
低
い
か
が
主
な
争
点

の
は
ず
で
す
。
な
の
に
、
最
高
裁
事
務

総
局
が
、
事
故
が
起
こ
る
確
率
は
極
め

て
低
い
と
考
え
て
い
る
と
言
っ
た
こ
と

が
、
実
際
の
裁
判
に
影
響
を
及
ば
し
た

可
能
性
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

さ
ら
に
、

８８
年
１０
月
の
会
同
で
は
、

最
高
裁
事
務
総
局
は
原
発
訴
訟
の
審
理

に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
見
解
も
示
し
た
。

「裁
判
所
は
、
高
度
な
専
門
技
術
的
な

知
識
の
あ
る
ス
タ
ッ
フ
を
持
つ
行
政
庁

の
し
た
判
断
を

一
応
尊
重
し
て
審
査
に

あ
た
る
態
度
を
と
る
べ
き
で
は
な
い
の

か
」こ

れ
で
は
、
「原
発
で
重
大
な
事
故

が
起
こ
る
確
率
は
低
い
し
、
専
門
知
識

を
持
つ
国
の
機
関
が
審
査
し
て
い
る
の

だ
か
ら
、裁
判
所
は

『原
発
は
安
全
だ
』

と
い
う
国
の
主
張
を
認
め
る
方
向
で
い

い
の
で
は
な
い
か
」
と
最
高
裁
が

″誘

導
″
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。

前
出
の
西
川
氏
も
こ
う
指
摘
す
る
。

「会
同
で
最
高
裁
の
示
す
見
解
に
は

一

定
の

『拘
束
力
』
が
あ
る
と
裁
判
官
は

考
え
て
い
ま
す
。
科
学
の
粋
を
集
め
た

と
さ
れ
る
原
発
に
関
す
る
専
門
的
な
知

識
は
裁
判
官
に
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
最

高
裁
が
会
同
で
示
す
意
見
を
よ
り
ど
こ

ろ
に
判
決
を
出
す
裁
判
官
が
い
た
と
し

て
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

そ
の
ほ
う
が
裁
判
官
に
と
っ
て
楽
だ

し
、
人
事
な
ど
で
不
利
益
を
受
け
る
心

配
も
な
い
。
そ
し
て
、
最
高
裁
の
意
向

に
沿
う
、
「原
発
は
止
め
な
い
」
判
決

が
出
続
け
た
…
…
。

「２
０
０
０
年
以
前
に
は
、
国
側
が
負

け
る
判
決
を
書

い
た
裁
判
官
が
そ
の

後
、
日
の
当
た
る
ポ
ス
ト
に
つ
け
ず
、

地
方
の
裁
判
所
に
配
属
さ
れ
る
な
ど
、

人
事
上
の
不
利
益
を
受
け
た
こ
と
は
私

も
聞
い
て
い
ま
す
。
原
発
の
よ
う
な
国

策
は
尊
重
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い

う
重
し
が
裁
判
官
の
心
の
中
に
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
宍
前
出
・海
渡
氏
）

結
局
、
こ
の
よ
う
な
最
高
裁
の

「統

制
体
質
」
が

一
連
の
原
発
訴
訟
に
表
れ
、

原
発
推
進
と
い
う
国
の
政
策
に
司
法
が

お
墨
付
き
を
与
え
た
と
言
わ
れ
て
も
仕

方
が
な
い
歴
史
が
作
ら
れ
た
…
…
。
で

は
、
そ
の
統
制
体
質
は
今
は
な
い
の
か
。

前
出
の
井
戸
氏
は
こ
う
語
る
。

「裁
判
官
の
処
遇
の
前
提
と
な
る
人
事

評
価
は
依
然
と
し
て
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク

ス
で
す
。
裁
判
官
本
人
が
望
め
ば
評
価

に
関
す
る
文
書
が
開
示
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
、
私
も

一
度
開
示
し
て
も

ら
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は

表
面
的
な
も
の
で
し
た
。
人
事
に
直
結

す
る
大
事
な
情
報
は

ク
そ
の
奥
ク
に
隠

さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
か

ら
、
裁
判
官
が

″
お
行
儀
よ
く
″
し
て

お
い
た
ほ
う
が
い
い
と
思
っ
て
し
ま
う

こ
と
は
あ
る
で
し
ょ
う
。
で
も
、
裁
判

官
が
独
立
し
た
司
法
の
役
割
を
果
た
す

条
件
は
今
は
十
分
に
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
自
分
の
判
決
を
上
で
取
り
消
さ

れ
る
こ
と
を
裁
判
官
は
嫌
が
り
ま
す

が
、
そ
れ
で
は
裁
判
官
と
し
て
自
分
の

手
足
を
縛
る
こ
と
に
な
る
。
上
で
取
り

消
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
は
い
け
な
い
」

裁
判
官
が
最
高
裁
を
意
識
せ
ざ
る
を

得
な
い

ク雰
囲
気
ク
は
依
然
と
し
て
残

っ
て
い
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
は

今
後
の
裁
判
を
見
れ
ば
明
ら
か
に
な
る

だ
ろ
う
。
３

・
‐１
以
前
か
ら
継
続
し
て

い
る
裁
判
、
３

・
＝
以
後
に
起
こ
さ
れ

た
裁
判
も
あ
る
。
い
つ
収
東
す
る
の
か

わ
か
ら
な

い
福
島
原
発
事
故
と
い
う

「現
実
」
を
前
に
、
裁
判
官
は
原
発
の

安
全
性
を
ど
う
判
断
す
る
の
か
。
わ
れ

わ
れ
は
注
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
ま
ず
最
高
裁
は
、
裁
判
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
原
発
の

「安
全
神

話
」
を
支
え
て
こ
な
か
っ
た
の
か
を
自

己
検
証
し
、
国
民
の
前
に
き
っ
ち
り
と

明
ら
か
に
す
る
べ
き
だ
。
そ
う
で
な
け

れ
ば
、
「最
高
裁
も
原
子
カ
ム
ラ
の

一

員
だ
っ
た
」
と
批
判
さ
れ
て
も
仕
方
が

な
い
。

全国の裁判官が集まる意見交換の場「会同」。会同で最

高裁が示す見解には一定の「拘束力」があるという

ナトリウム漏れ事故を起こした

高速増殖炉「もんじゅ」。高裁
で設置許可違法の判決が出たに

もかかわらず、最高裁は破棄

を は 局 後 れ の け き

コ虜レ
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